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みなさんは病院にかかっていますか？ かかっているとしたらどんな薬を何種類飲
んでいますか？ 飲む薬以外にも湿布、目薬、塗り薬などはもらっていますか？
病院で処方される治療薬には膨大な種類があり、 冊の辞書ができるほどです。そ
んなお薬は一緒に使うと効きすぎるもの・効かなくなるものといった飲み合わせが悪
いものや、食べてはいけない食べ物があったりします。そのため病院で新しくお薬を
処方するときは必ず 今飲んでいる薬はありますか？ と聞くのです。でも人は年を
取るほど飲む薬が増え、にもかかわらず記憶力は悪くなるばかりで自分が何の薬を飲
んでいるのかわからなくなることもしばしば…。
そんなとき役に立つのが お薬手帳 です。調剤薬局ではどこでも扱っています。

たいていの薬局さんは飲んでいる薬の一覧をお薬手帳にシールで張ってくれてどんな
薬なのかを書いた説明書もくれます。まずは一度でいいのでその説明書を読んでみて
ください。そして全国どこの薬局に行ったとしても“ 冊の”お薬手帳を出すように
してください。飲み合わせに関して、処方する医師はもちろん薬局の薬剤師の先生も
チェックしていますが、お薬手帳が何冊もあるとそのチェックに漏れがでてしまいま
すので
また、病院で処方箋やお薬をもらったら必ず
その場で確認してみてください。 湿布ほしいっ
て言ったのに入ってない 今日から薬減るって
言っていたのに減ってない といった経験はあ
りますか？ 医師の立場からお話しますと、処
方には十分、いや十二分に気を付けているので
すが、どうしても忘れてしまうことがまれにあ
るのです…すみません…。基本的に発行された
処方箋でお薬を受け取ってしまうと変更・訂正
はできないことになっています。なので、処方
箋の紙を“受け取ったら”、一度内容を確認する
ようにしてみましょう。
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